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形成 し、それをより高度な視覚機能へと発展させて行 くかを2名 の被検者に種々な条件下
で図形を提示しながら、1名 に対 しては主として実験行動学的な観点から、他の1名 に対
しては言語報告による内的過程の分析も加えて観察 し、視覚認知、殊に形の認知の成立過











順序を追って述べている。 この問題はMolyneuxに よる 「もし先天性盲人が途中で正常
に近い眼の修復が取り戻せたと仮定するならば、その人は物体を視覚によって認知できる
か否か。」という仮設的設問に端を発 し、学会に議論を醸 し出 した(1690)。 その後開眼手
術が実施されるようになり、その症例が報告されるに至ったが、著者はそれ らの結果をま
とめて報告 したSendenの 報告と、最近の我国の研究者である鳥居の報告を主 として述べ
ており、著者の問題意識と実験とはこの二人の立場に立脚するものであると述べている。







図形を見るが、それで も形は認知できず、一 定の順序のある探索方式を幾段階か変換 させ
て後、始めて認知が可能になるという。その進歩の早さは手術前に見え方がよか った者ほ
ど早いという。我が国の鳥居はこのような手術直後の見え方には順序を持つ レベルがある





第2章 では、12歳 の時開眼手術を受けた実験当時31歳 の女性SM(以 下SMと いう〉』を






ころ、後者3種 の課題を認知できなかった。 これは第3章 で紹介される被検者KMに っ
いて も殆ど同様の結果であったので、二人の被検者の結果を比較するには好都合であった。
ここで用いられた視覚能力の可能な.レベルの判定は、鳥居が用いた方法よりも組織的で精
度が高 く、結果よりも明確になっている。なお、視野の広 さは約30度 で正常よりは狭いこ
とを予め測定 している。SMの 視覚能力は形の認知の前段階にあることが判明 したので、
その認知を発生させる目的の実験処置が開始された。SMに 三角形、円などの何種類かの







更に向上するであろうと考え、その様な方法を考案 した。頭 と手 とを固定す ると、上述の
ような段階で形の弁別は成功 しなくなるのであるが、頭と手の固定の下で、弁別 し易 くて
色彩を含み、水平方向の要素を持つ図形の提示を繰 り返す と、水平方向の眼球運動を発現
させるのに成功 した。これは著者の考案 した新 しい方法による結果であって、今後、受開
眼手術者の視覚認知の訓練に貢献するであろう。SMの 行動から見てSMは 図形の形の成
分を認知の目標に取 り出 していることは推量できるが、 これを確認するためSMの 言語
報告を求めた。
SMと の対話 ・言語報告によ り、視覚認知の内的過程を知る試みがなされたが、その結
果、SMは 形の認知の成功へ向けて探索を触覚認知か ら視覚認知へ と知的 ・意識的に移行




で、受開眼手術者に関する新 しい知見である。 このような思考を含む探索を行 うので、SM
は形の視覚認知にかなりの時間(1分30秒 ～2分)を 必要 とするが、内的過程の改良にょっ
て、認知に要する時間を短縮させる著者の新 しい試み も成功を見ている(3～7秒)。
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第3章 では、他のもう1名 の被検者、実験開始時9歳 の男児KM(以 下KMと いう)
についての実験が紹介されている。KMで は開眼手術の1カ 月後か ら実験が開始された
が、SMに 対 して行 った判定 と同じ方法により、視覚能力レベルは形の認知の前段階にあ
ることが解 り、形の認知を形成 させ る課題が与え られた。KMは 未だ子供であって多少
の知恵遅れを伴うので、精神的に幼 く、開眼手術後 もそれまでの触覚による物体認知か ら
離脱できないでおり、図形の提示に対 して も触覚 と視覚が輻韓 していたが、その様な行動












図形を提示すると、正答率が不安定 となり、眼の動きも初期の ものに戻る傾向を示 した。
そこで、木の板で図形を作 り内側を創 り貫いて外側の枠様の図形に丁度はまるようにした
ものを提示すると、KMは 外枠に内側 の図形をはめ込む経験を した後、輪郭(枠)の 内
側を視覚的に探索 してそれを認知できるようになり、その後は台紙上に描かれた輪郭線図
形 も認知できた。先人の実験では、輪郭線図形の認知は充実図形のそれと相異がないと報
















点 に慎重で問題を開眼手術に限 ろうとしている。 しかし、KMで は最初弁別の根拠にし






的初期に認知可能となる明暗と色彩 とは、水晶体の濁りが全 く不透過とならない限 り網膜





































る時間を短縮させる実験など、新 しい実験結果を得、新 しい方法を考案 しているところは、
その独創性が評価できる。また、触覚認知から視覚認知へ移行する間に探索方式の置換がお
こること、充実図形と輪郭図形とは両者を経験する前には別の図形に相当することなど、一






についても、もう少 し検討 して欲 しか った。
とはあれ、一般には単に感覚と思われている視覚認知が、学習という概念によく妥当する
ことを主張とする本論文の結論は、開眼手術 という特殊 な症例に関する実験の結果であるに
しても、今まで漠然と考えられてきた感覚 と学習の関連 という問題に、はっきりした証拠の
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一つを与えるものである。
よって、教育学博士の学位を授与することを適当と認める。
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